
　久留米市シルバー人材センターは、高齢者が働くことを
通じ、地域社会に貢献することを目的とした公益社団法人
です。

　企業の人手不足を解消するために、臨時的・短期的・軽
易な業務を「シルバー人材センター」がお手伝いします。除
草や剪定など屋外作業のイメージが強いシルバー人材セ
ンターですが、簡単な一般事務や受付、施設管理なども引
き受けています。
　コロナ禍の影響により、オフィスの清掃や車の清掃、消

事務・人手不足分野の仕事も引き受けています

シルバー人材センターを利用してみませんか募　集

事務作業や施設管理など、まずは相談ください

　性別や年齢、障害や病気の有無に関わらず、個々の事
情に応じた多様で柔軟な働き方を自ら選択できる社会の
実現のため、国は、働き方改革を進めています。
　市は、雇用に関して他の事業所の参考になる市内事業
所を探しています。右記のいずれかの取り組みが進んでい
る事業所がありましたら、ぜひ紹介をお願いします。
　紹介いただける場合は、令和5年5月15日（月）までに、
下記問い合わせ先へ連絡してください。

■問（公社）久留米市シルバー人材センター　■☎0942－35－5229　■F 0942－35－5974　■所西町873－7

優れた取り組みの事業所を紹介してください募　集

■問労政課
■☎0942－30－9046　■F 0942－30－9707
■✉ rousei@city.kurume.lg.jp

■問労政課　■☎0942－30－9046　■F 0942－30－9707

事業主が雇用管理上講ずべき措置等

STOP、マタハラ
ストップ

　妊娠・出産、育児休業等を理由とする解雇・雇い止め・
降格などの働く人にとって不利益な取扱い（いわゆる「マ
タニティハラスメント」、「マタハラ」）は、法律で禁止され
ています。
　男女雇用機会均等法第11条の3及び育児・介護休業
法第25条では、職場における妊娠・出産・育児・介護休
業等に関するハラスメントについて、事業主に防止措置
を講じることを義務付けています。

「妊娠したから解雇」「育休取得者はとりあえず降格」は違法です

● 事業主の方針の明確化及びその周知・啓発
● 相談（苦情を含む）に応じ、適切に対応するため
に必要な体制の整備

● 職場におけるハラスメントへの事後の迅速かつ
適切な対応

● 併せて講ずべき措置（プライバシー保護、不利益
取扱いの禁止等）

対象の取り組み 以下のようなことを聞いた

１ 障害者の
　積極的雇用

●障害者を雇用し、労働者の仕事への定
着に向けた取り組みが素晴らしい。
●法定で定められた率を超えて雇用が継
続して行われている。

3 女性労働者
　活躍

●職場において、待遇の男女均等化を進め、
管理職の割合が男女に偏っていない。
●女性労働者を育成するための研修制度
や相談員の配置などの環境が整備されて
いる。

2 仕事と家庭の
　両立支援

●育児・介護休業を取得し、復職した人が
現在も雇用されている。
●短時間勤務制度等の利用実績があり、復
帰しやすい職場環境が整備されている。

毒作業などの依頼も増えています。このほか、農作業補助、
介護補助など慢性的な人手不足の解消のお手伝いもして
います。
　仕事内容や利用料金など、
気軽に相談してください。
※高齢者にとって、危険と判断さ
れる作業などは受注できません

アルコール、ギャンブルなどの問題で悩んでいませんか

　久留米市保健所では、保健師によるCKDについての出前
講座を実施しています。「従業員にCKD予備軍がいるかも」
「職員研修のテーマに悩む」など、気軽に相談してください。

　CKDとは腎臓のはたらきが低下した状態のことをいいます。
　CKDを正しく知って、予防しましょう。

　経済的に困っている人に対して、一人一人の抱える課題
の解決と生活の安定・自立を目指すために、相談支援員
が一緒に考え解決への手伝いをします。

■問生活支援第1課 第2課
■☎0942－30－9023　■F 0942－30－9710
■✉ hogo@city.kurume.lg.jp

■問久留米市保健所 地域保健課　■☎0942－30－9033
■✉ ho-chiho@city.kurume.lg.jp

■問久留米市保健所 保健予防課　■☎0942－30－9728　■F 0942－30－9833　■✉ ho-yobou@city.kurume.lg.jp

コロナ禍などで生活に困っている人を救済お知らせ

　個人事業主や経営者、従業員の人でコロナ禍などの影響で収入が減り生活が苦しい人、まずは相談してください。

「家賃が払えない」「食費がない」一人で悩んでいませんか

保健師が従業員の健康づくりをサポートお知らせ

CKD（慢性腎臓病）出前講座を実施中

相談日時
場所

月曜日～金曜日　8：30～17：15
久留米市役所本庁舎3階 310会議室
西部地域担当
TEL：0942ｰ30ｰ9185  FAX：0942ｰ30ｰ9186
東部地域担当
TEL：0942ｰ30ｰ9113  FAX：0942ｰ30ｰ9327

①久留米市生活自立支援センター

住居確保
給付金
生活保護

減収や廃業等により住居を失う恐れのある人
に家賃を3.1～4.8万円支給。
・生活に困窮した人に対し、健康で文化的な最
低限度の生活を保障する制度。
・世帯構成や年齢に応じて国の基準に基づき生
活費を支給。
・就労中でも収入が基準生活費を満たさなけれ
ば支給は可能。

②生活に困っている人が利用できる制度の案内

生活自立支援センター 住居確保給付金 生活保護制度

気軽に5分でCKDについて学べる動画を「YouTube 
久留米市公式ちゃんねる」に掲載しています。ぜひ視聴
してください。

● 8人に1人は「CKD」

● 脳卒中や心臓病のリスクを高める　● 自覚症状がない

● 健診でわかる　● 放っておくと透析治療

CKD（慢性腎臓病）って聞いたことありますか。

手軽にCKDについて知りたい

右記二次元コードかYouTube
動画の概要欄をチェック

動画視聴のあとは…
クイズに挑戦

もしかして、依存症かもしれません

　「以前は晩酌程度だったのに、飲酒量が大幅に増え
て毎日飲んでしまう」「ギャンブルで負けたお金をギャ
ンブルで取り戻そうとして借金を重ねてしまう」
身近な人のそんな様子に悩んでいませんか。

　アルコールやギャンブルなど、特定の物質や行為・過程に
対して、やめたくてもやめられない状態になることを「依存
症」と言います。本人の意思の弱さや性格によってなるもの
ではなく、条件さえ揃えば誰でも陥る可能性があります。

相　談

　久留米市保健所では、依存症を含む様々なこころの健康
に関する相談を受け付けています。もし、身近な人が「依存
症なのかな。」と心配になったら、一人で抱え込まず、相談し
てください。

●精神科医によるこころの健康相談 要予約
　毎週木曜日（年末年始・祝日・第5週目・お盆期間除く）
　13：30～15：00（1人30分程度）　

●保健師、精神保健福祉士によるこころの健康相談 予約不要
　月曜日から金曜日（年末年始・祝日除く）8：30～17：15
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